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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第76期
第２四半期
連結累計期間

第77期
第２四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日

自 平成29年５月１日
至 平成29年10月31日

自 平成28年５月１日
至 平成29年４月30日

売上高 (千円) 4,322,564 4,482,240 9,174,256

経常利益 (千円) 39,210 93,024 179,173

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 26,179 62,366 129,075

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △17,810 65,888 92,505

純資産額 (千円) 5,083,199 5,149,655 5,140,664

総資産額 (千円) 7,750,945 7,838,725 7,525,183

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 4.56 11.11 22.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 65.6 65.7 68.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △220,176 △59,310 228,357

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,528 △13,635 41,512

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △151,810 △135,251 △282,346

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,018,552 1,189,128 1,392,192
 

 

回次
第76期
第２四半期
連結会計期間

第77期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年８月１日
至 平成28年10月31日

自 平成29年８月１日
至 平成29年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.27 8.85
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基礎となる普通株式については、「株式給付信託

（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有している当社株式を控除

対象の自己株式に含めて算定しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、当社は、平成28年10月12日に東京都への個人防護服等の納入に関し、独占禁止法に違反している疑いがある

として公正取引委員会による立ち入り検査を受けました。現在、同委員会の調査に協力中でありますが、現時点では

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに及ぼす影響は不明であります。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、好調な企業業績を背景に、引き続き緩やかな回復基調が続

きました。世界経済は、米国を中心に先進国では緩やかな回復が続きましたが、海外の地政学リスクなどの景気下

押し要因が残存し、中国及び新興国の景気減速の懸念等もあり、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような環境下、当第２四半期連結累計期間においては、主力事業であります防護服・環境資機材事業は若干

の増収となりましたが、たたみ資材事業、アパレル資材事業においては、前連結会計年度に引続き需要の低迷が続

きました。また、前連結会計年度において、低調であった中国子会社の売上については、回復傾向にありました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,482,240千円（前年同四半期比3.7％増）、営業利益は74,358千

円（前年同四半期比108.4％増）、経常利益は93,024千円（前年同四半期比137.2％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は62,366千円（前年同四半期比138.2％増）となり増収増益となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

防護服・環境資機材事業におきましては、当社の強みであるタイベック®防護服の市場におけるシェア拡大と新規

防護服分野の市場創造に注力してまいりました。この結果、売上高は1,921,541千円（前年同四半期比0.9％増）と

若干の増収となりましたが、ドラッグストア向けマスクの出足が昨年に比べ遅かった等の要因があり、セグメント

利益（営業利益）は118,230千円（前年同四半期比5.1％減）となり減益となりました。

たたみ資材事業におきましては、畳表等の利益率の確保できる商品の販売に注力しましたが、引き続き需要の低

迷が続いており、売上高は633,789千円（前年同四半期比2.1％減）、セグメント利益（営業利益）は17,457千円

（前年同四半期比21.0％減）となり減収減益となりました。

アパレル資材事業におきましては、分野別に主要取引先への販売強化と高付加価値商品の販売の拡大に注力しま

したが、カジュアルウエア分野の取引先の減産の影響が大きく、売上高は1,465,880千円（前年同四半期比1.3％

減）と減収になったものの、業務効率化により、セグメント利益（営業利益）は87,041千円（前年同四半期比5.0％

増）と増益となりました。

なお、報告セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用は160,851千円であります。

（注）「タイベック®」は、米国デュポン社の登録商標です。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.1％増加し6,009,845千円となりました。これは、主として商品及び

製品が376,079千円増加、その他の流動資産が前渡金や差入保証金の増加等により221,359千円増加し、現金及び

預金が203,062千円減少、受取手形及び売掛金等の売上債権が60,611千円減少したためであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.7％減少し1,828,880千円となりました。これは、主として減価償却

等により有形固定資産が23,220千円減少、無形固定資産が7,850千円減少したためであります。

この結果総資産は、前連結会計年度末に比べて313,542千円増加し7,838,725千円となりました。
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（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて19.9％増加し2,334,320千円となりました。これは、主として支払手形

及び買掛金が439,396千円増加し、その他の流動負債が未払消費税の減少等により50,624千円減少したためであり

ます。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて18.9％減少し354,749千円となりました。これは、主として長期借入金

が37,500千円減少、退職給付に係る負債が年金資産の増加等により30,233千円減少、社債が30,000千円減少した

ためであります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し5,149,655千円となりました。これは、主として利益剰

余金が4,943千円増加、株価の影響等でその他有価証券評価差額金が3,132千円増加したためであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて

203,063千円減少し、当第２四半期連結会計期間末には1,189,128千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、59,310千円（前年同四半期は220,176千円の支出）となりました。支出の主な

内訳は、たな卸資産の増加394,551千円、前渡金の増加97,292千円、法人税等の支払額44,265千円であります。収

入の主な内訳は、仕入債務の増加466,292千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、13,635千円（前年同四半期は9,528千円の支出）となりました。支出の主な内

訳は、アゼアスデザインセンター秋田の設備拡充やその他定期的な設備更新等で支出した有形固定資産の取得に

よる支出15,134千円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、135,251千円（前年同四半期は151,810千円の支出）となりました。支出の内

訳は、配当金の支払額57,751千円、社債の償還による支出40,000千円、長期借入金の返済による支出37,500千円

であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年10月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年12月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,085,401 6,085,401
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株
であります。

計 6,085,401 6,085,401 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月31日 ― 6,085,401 ― 887,645 ― 1,038,033
 

　

(6) 【大株主の状況】

平成29年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

鈴木　裕生 東京都渋谷区 583,113 9.58

アゼアス株式会社 東京都台東区蔵前四丁目13番７号 343,145 5.64

澤田　匡宏 群馬県桐生市 150,000 2.46

アゼアス従業員持株会 東京都台東区蔵前四丁目13番７号 136,063 2.24

資産管理サービス信託銀行
株式会社（信託E口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 131,900 2.17

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 125,000 2.05

株式会社広島銀行 広島県広島市中区紙屋町一丁目３番８号 125,000 2.05

倉敷繊維加工株式会社 大阪府大阪市中央区久太郎町二丁目４番31号 100,000 1.64

須藤　素子 東京都世田谷区 88,600 1.46

NOMURA PB NOMINEES LIMITED
OMNIBUS-MARGIN（CASHPB）
(常任代理人　野村證券株式会社）

英国 １ ANGEL LANE,LONDON,EC４R ３AB
 
（東京都中央区日本橋一丁目９番１号）

87,700 1.44

計 － 1,870,521 30.74
 

(注)　資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有している131,900株は、「株式給付信託（BBT）」の信託

財産として所有している当社株式であります。なお、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有し

ている当社株式は、四半期連結財務諸表において自己株式として表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

343,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,738,400
57,384 ―

単元未満株式
普通株式

3,901
― ―

発行済株式総数 6,085,401 ― ―

総株主の議決権 ― 57,384 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」には、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式

会社（信託E口）が所有している当社株式131,900株（議決権の数1,319個）が含まれております。なお、当該議

決権の数1,319個は、議決権不行使となっております。

② 【自己株式等】

  平成29年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
アゼアス株式会社

東京都台東区
蔵前四丁目13番７号

343,100 ― 343,100 5.64

計 ― 343,100 ― 343,100 5.64
 

(注) 「株式給付信託（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有している当

社株式131,900株については、上記の自己株式等に含まれておりません。なお、資産管理サービス信託銀行株式

会社（信託E口）が所有している当社株式は、四半期連結財務諸表において自己株式として表示しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年８月１日から平成

29年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年５月１日から平成29年10月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年10月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,752,304 1,549,241

  受取手形及び売掛金 ※2  2,584,843 2,547,713

  電子記録債権 ※2  128,683 105,201

  商品及び製品 977,670 1,353,749

  仕掛品 2,100 2,719

  原材料 114,457 132,151

  その他 124,520 345,880

  貸倒引当金 △19,444 △26,811

  流動資産合計 5,665,135 6,009,845

 固定資産   

  有形固定資産 1,445,786 1,422,565

  無形固定資産 111,173 103,322

  投資その他の資産   

   投資有価証券 142,805 147,073

   その他 170,337 163,681

   貸倒引当金 △10,055 △7,763

   投資その他の資産合計 303,087 302,991

  固定資産合計 1,860,047 1,828,880

 資産合計 7,525,183 7,838,725

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,206,132 1,645,528

  電子記録債務 255,146 282,330

  短期借入金 13,700 13,700

  1年内償還予定の社債 80,000 70,000

  1年内返済予定の長期借入金 75,000 75,000

  未払法人税等 55,510 26,030

  賞与引当金 56,200 66,800

  その他 205,555 154,930

  流動負債合計 1,947,244 2,334,320

 固定負債   

  社債 75,000 45,000

  長期借入金 112,500 75,000

  役員退職慰労引当金 110,500 107,480

  役員株式給付引当金 6,448 11,592

  退職給付に係る負債 132,825 102,592

  その他 - 13,085

  固定負債合計 437,274 354,749

 負債合計 2,384,518 2,689,069
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年10月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 887,645 887,645

  資本剰余金 1,094,103 1,094,103

  利益剰余金 3,338,243 3,343,187

  自己株式 △266,865 △266,339

  株主資本合計 5,053,126 5,058,596

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 25,127 28,259

  繰延ヘッジ損益 4,083 5,999

  為替換算調整勘定 58,326 56,799

  その他の包括利益累計額合計 87,537 91,059

 純資産合計 5,140,664 5,149,655

負債純資産合計 7,525,183 7,838,725
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
　至 平成29年10月31日)

売上高 4,322,564 4,482,240

売上原価 3,503,427 3,649,757

売上総利益 819,136 832,482

販売費及び一般管理費 ※1  783,463 ※1  758,123

営業利益 35,672 74,358

営業外収益   

 受取利息 323 308

 受取配当金 2,016 1,322

 為替差益 1,232 2,889

 保険解約返戻金 415 -

 助成金収入 330 6,690

 その他 1,148 8,316

 営業外収益合計 5,465 19,526

営業外費用   

 支払利息 1,181 808

 保険解約損 701 -

 その他 44 51

 営業外費用合計 1,927 860

経常利益 39,210 93,024

特別損失   

 固定資産売却損 - 145

 減損損失 93 107

 固定資産除却損 - 0

 ゴルフ会員権評価損 452 -

 特別損失合計 546 253

税金等調整前四半期純利益 38,664 92,771

法人税、住民税及び事業税 21,587 17,366

法人税等調整額 △9,102 13,038

法人税等合計 12,484 30,405

四半期純利益 26,179 62,366

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 26,179 62,366
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
　至 平成29年10月31日)

四半期純利益 26,179 62,366

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,670 3,132

 繰延ヘッジ損益 2,745 1,915

 為替換算調整勘定 △49,407 △1,526

 その他の包括利益合計 △43,990 3,521

四半期包括利益 △17,810 65,888

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △17,810 65,888

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
　至 平成29年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 38,664 92,771

 減価償却費 42,833 38,150

 のれん償却額 1,758 1,758

 減損損失 93 107

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,563 5,115

 賞与引当金の増減額（△は減少） 14,400 10,600

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,180 △3,020

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 2,190 5,143

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △15,454 △30,103

 受取利息及び受取配当金 △2,339 △1,630

 為替差損益（△は益） 1,944 △5,551

 助成金収入 △330 △6,690

 支払利息 1,181 808

 固定資産売却損益（△は益） - 145

 ゴルフ会員権評価損 452 -

 売上債権の増減額（△は増加） △282,737 59,645

 たな卸資産の増減額（△は増加） △193,471 △394,551

 仕入債務の増減額（△は減少） 243,982 466,292

 前渡金の増減額（△は増加） △27,321 △97,292

 未払消費税等の増減額（△は減少） 46,659 △82,688

 差入保証金の増減額（△は増加） △80,000 △90,000

 その他 15,610 4,813

 小計 △185,139 △26,175

 利息及び配当金の受取額 2,396 1,668

 利息の支払額 △1,204 △829

 法人税等の支払額 △43,669 △44,265

 助成金の受取額 330 6,690

 補助金の受取額 - 3,588

 保険金の受取額 7,110 13

 営業活動によるキャッシュ・フロー △220,176 △59,310

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △4,347 △15,134

 無形固定資産の取得による支出 △3,942 -

 定期預金の預入による支出 △2 △100,000

 定期預金の払戻による収入 - 100,000

 保険積立金の積立による支出 △787 △778

 保険積立金の解約による収入 2,828 -

 その他 △3,276 2,277

 投資活動によるキャッシュ・フロー △9,528 △13,635
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
　至 平成29年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △37,500 △37,500

 社債の償還による支出 △40,000 △40,000

 自己株式の取得による支出 △17,073 -

 配当金の支払額 △57,237 △57,751

 財務活動によるキャッシュ・フロー △151,810 △135,251

現金及び現金同等物に係る換算差額 △24,580 5,134

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △406,096 △203,063

現金及び現金同等物の期首残高 1,424,648 1,392,192

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,018,552 ※1  1,189,128
 

 

EDINET提出書類

アゼアス株式会社(E24248)

四半期報告書

13/18



【注記事項】

(追加情報)
　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日 至 平成29年10月31日)

（取締役等に対する株式給付信託（BBT）の導入）

当社は、当社取締役及び監査役（社外取締役及び社外監査役を含みます。以下、「取締役等」といいます。）

の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締役（社外取締役を除きます。）が中長期的な

業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めること並びに、社外取締役にあっては監督、監査役にあって

は監査を通じた中長期的な企業価値の向上に貢献する意識を高めることを目的として、取締役等に対する株式報

酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」といいます。）を導入しており

ます。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。

(1) 取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、当社

取締役会が定める役員株式給付規程（ただし、役員株式給付規程のうち、監査役に関する部分については、

その制定及び改廃につき、監査役の協議に基づく同意を得るものといたします。）に従って、当社株式及び

当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が信託を通じて給付され

る株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時と

します。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度69,890千円、

132,900株、当第２四半期連結会計期間69,364千円、131,900株であります。
 

　
(四半期連結貸借対照表関係)

１. 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
　

 
前連結会計年度
(平成29年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年10月31日)

受取手形裏書譲渡高 61,959千円 64,058千円
 

　
※２．四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして

処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形及び電子記録債権を満期日に決

済が行われたものとして処理しております。
　

 
前連結会計年度
(平成29年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年10月31日)

受取手形 99,725千円 ―

電子記録債権 3,019千円 ―
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
至 平成29年10月31日)

給料手当 298,744千円 275,460千円

賞与引当金繰入額 63,952千円 59,500千円

貸倒引当金繰入額 8,152千円 7,549千円

役員株式給付引当金繰入額 2,190千円 5,810千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,180千円 ― 

退職給付費用 9,585千円 △2,484千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
至 平成29年10月31日)

現金及び預金 1,378,664千円 1,549,241千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △360,112千円 △360,113千円

現金及び現金同等物 1,018,552千円 1,189,128千円
 

　
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月27日
定時株主総会

普通株式 57,423 10.00 平成28年４月30日 平成28年７月28日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
　
当第２四半期連結累計期間(自 平成29年５月１日 至 平成29年10月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年７月28日
定時株主総会

普通株式 57,422 10.00 平成29年４月30日 平成29年７月31日 利益剰余金
 

（注）平成29年７月28日定時株主総会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として資産

管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有している当社株式に対する配当金1,329千円が含まれており

ます。
　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
 

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高         

外部顧客への
売上高

1,904,457 647,250 1,484,560 4,036,268 286,295 4,322,564 ― 4,322,564

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

978 53 4,035 5,067 47,525 52,592 △52,592 ―

計 1,905,435 647,303 1,488,596 4,041,336 333,821 4,375,157 △52,592 4,322,564

セグメント利益
又は損失(△)

124,644 22,090 82,921 229,656 △19,266 210,389 △174,716 35,672
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(注) １ 「その他」の区分は中国子会社であります。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額△1,771千円、及び、報告セグメントに配分

していない一般管理費等の全社費用△172,945千円であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年５月１日 至 平成29年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
 

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高         

外部顧客への
売上高

1,921,541 633,789 1,465,880 4,021,211 461,028 4,482,240 ― 4,482,240

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

776 24 5,943 6,744 56,633 63,378 △63,378 ―

計 1,922,318 633,814 1,471,823 4,027,956 517,662 4,545,618 △63,378 4,482,240

セグメント利益 118,230 17,457 87,041 222,729 14,465 237,195 △162,836 74,358
 

(注) １ 「その他」の区分は中国子会社であります。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額△1,984千円、及び、報告セグメントに配分

していない一般管理費等の全社費用△160,851千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
至 平成29年10月31日)

(1)　１株当たり四半期純利益金額 4円56銭 11円11銭

 (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益金額　(千円) 26,179 62,366

　　普通株主に帰属しない金額　(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額　(千円)

26,179 62,366

　　普通株式の期中平均株式数　(株) 5,739,837 5,609,725
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　「株式給付信託（BBT）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有している

当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めております。１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２

四半期連結累計期間2,468株、当第２四半期連結累計期間132,531株であります。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

アゼアス株式会社(E24248)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年12月13日

アゼアス株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　　本　　秀　　仁   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齋　　藤　　祐　　暢   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアゼアス株式会

社の平成29年５月１日から平成30年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年８月１日から平成

29年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年５月１日から平成29年10月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アゼアス株式会社及び連結子会社の平成29年10月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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